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中小企業景況調査・富山県事業引継ぎ支援センター・商工春秋
おしえてプロの視点（「人生百年時代」へ）
おしえてプロの視点（ホームページやＳＮＳは、“できる範囲で
シンプルに”）
平成31年度県の商工関係予算（案）の概要
とやま中小企業人材育成カレッジご案内
4月イベント情報・ネットde記帳
ひかる技術かがやき企業！「ネイルサロン　エミリオ」

1

発行日 ● 平成31年３月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　嘉永元年に創業された当社は、八尾町の恵まれた気候風土と北
アルプスからの伏流水に加え、伝統の技で、こだわりの酒造りを続け
ている。
　良質な造酒はもちろんのこと、ＪＡと連携し、地元の農事組合法人
が栽培する酒米を用いた酒造りを行うなど、地域に根差した事業展
開にも意欲的だ。
　「おわら風の盆」の時期になれば、おわらの流しも見られる店舗内
に足を運んで、伝統ある酒蔵の雰囲気を楽しんでほしい。

住所：〒939-2355　富山県富山市八尾町西町2352 
TEL：076-455-2727　FAX：076-455-2728
http：//www.kazenobon.co.jp/
※車でお越しの場合は、一方通行にご注意下さい。

ふるさと探訪 ニューツーリズム

福鶴酒造 株式会社（富山市八尾）

シリーズ
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富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5625　Fax 076-444-5648　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

Ｋ社は、管工事を主体に地元の建設工事の入札資格もＡ
ランクを有していたが、従業員として勤めていた子供や従
業員も引継ぐ意思はなく高齢のため廃業を決断、従業員や
取引先に迷惑を掛けない様に準備を進めていた。
しかしながら、苦労して育て上げた会社が無くなるのが
残念で、取引業者の代表に相談したところ前向きに検討し
てもらえることになるが、進め方が分からなく地元の金融
機関に以前より紹介されていた富山県事業引継ぎ支援セン
ターに相談される。当センターでは、
①仕事量確保のための入札資格の維持
②創業者利益の実現による老後資金の確保
③後継者の株式購入資金負担の軽減
をおり込んだ事業引継ぎ案を提案、譲渡価格も低く抑えら
れたため金融機関での株式購入資金の融資も問題なく決ま
り、譲渡に必要な株主総会決議事項や代表者変更に伴う届
出等の手続き関係についても当センターと士業の専門家等

と連携し推進、短期間で引継ぎを実現することができた。
引継ぎ完了後はＫ社に経営を統合し、前代表には非常勤
役員として引き続き経営面の指導や取引先との調整役を
担ってもらっている。

【 支援事例（Ｍ＆Ａ） 】

高齢のため一度は廃業に決めたが苦労して育て上げた会社を残したい

商工
春秋

▼
事
業
主
の
皆
さ

ん
「
事
業
承
継
問

題
、
先
送
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
」

国
全
体
で
今
後
十

年
の
間
に
、
七
十
歳
を
超

え
る
中
小
企
業
の
経
営
者

は
約
二
百
四
十
五
万
に

な
る
と
い
わ
れ
、
う
ち
約
半
数
の

百
二
十
七
万
（
日
本
企
業
全
体
の

１
／
３
）
が
「
後
継
者
未
定
」
と

推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
状
を

放
置
す
る
と
廃
業
の
急
増
に
よ
り

二
〇
二
五
年
に
は
約
六
百
五
十
万

人
の
雇
用
、
約
二
十
二
兆
円
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
示
唆
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
連

合
会
が
昨
年
九
月
に
実
施
し
た
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
「
後

継
者
未
定
が
１
／
３
強
」
と
の
回

答
を
得
て
お
り
ま
す
。

▼
青
年
部
か
ら
は
、「
う
ま
く
承

継
で
き
る
か
心
配
。
親
か
ら
言
わ

れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
」
な
ど
不

安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
し
、「
65

歳
ま
で
後
継
者
を
作
ら
な
い
と
、

銀
行
は
回
収
に
回
る
」
な
ど
の
厳

し
い
お
話
も
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
国
や
県
は
、「
事
業
承
継
税
制
優

遇
措
置
」、「
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
」「
事
業
承
継
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」「
事
業
承

継
補
助
金
の
創
設
」な
ど
喫
緊
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

▼
事
業
承
継
に
は
五
～
十
年
か
か

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
自
分

自
身
で
「
変
革
の
時
代
を
生
き
抜

く
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
な
」、

「
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
て
き
た
な
」、「
年

齢
的
に
…
」
と
感
じ
た
ら
、
早
期

の
後
継
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
▼
事
業
承

継
に
は
、
大
切
な
家
族
・
従
業
員
・

取
引
先
の
方
々
の
雇
用
が
継
続
さ

れ
て
多
く
の
人
の
生
活
を
守
る
こ

と
や
、
地
域
の
経
済
の
活
力
の
源

で
あ
る
中
小
企
業
を
維
持
・
強
化

し
て
い
く
な
ど
大
き
な
意
義
が
あ

る
の
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

是
非
、
身
近
な
商
工
会
に
早
め
に

相
談
し
て
頂
き
た
い
。

平成 29 年 
1 月～３月 4 月～ 6 月 7 月～ 9 月 10 月～ 12 月

平成 30 年
1 月～ 3 月

（前期）
4 月～ 6 月

（今期）
7 月～ 9 月

（今期）
10 月～ 12 月

（予想）
1 月～ 3 月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

中小企業景況調査結果　　　　　　　 （平成30年10月～12月期実績・平成31年1月～3月期予想）

前期比、製造・建設業は好転、小売・サービス業は悪化した
　今期は、製造業 29.6（前期比 +22.5 ポイント）、建設業△ 10.0（同 +5.0 ポイント）
と好転し、小売業△ 18.4（同 -0.9 ポイント）、サービス業△ 20.7（同 -6.9 ポイント）と
悪化した。
　来期は、建設業△ 6.2（当期比 +3.8 ポイント）、小売業△ 15.8（同 +2.6 ポイント）
は好転を、サービス業△ 20.7（同± 0.0 ポイント）は横這いを、製造業 3.8（同 -25.8
ポイント）は悪化を予想している。

業況天気図

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝（注）D. I とは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。

【参考】60 歳以上の経営者の後継者決定状況

（出典）日本政策金融公庫総合研究所

①当初より自分の代で廃業
　を予定　　　　…38.2％
②後継者がいない…28.6％
　⇒Ｍ＆Ａの検討も選択肢の
一つです　

③事業に将来性なし…27.9％

主な理由
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「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

第
四
回
に
お
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、日
本
は
、昭
和
期
に
お
け
る
、二
度
の
“
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
”
も
乗
り
越
え
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、“
バ
ブ
ル
崩
壊
”
以
後
の
“
景

気
の
低
迷
（
失
わ
れ
た
１
０
年
と
も
２
０
年
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
？
）”
に
よ
る
、“
非
正
規

社
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
有
期

間
雇
用
者　

等
）”
の
急
激
な
る
増
加
し
、
約

四
割
前
後
に
て
の
固
定
化
傾
向
に
至
り
、“
終

身
雇
用
”
が
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
富
山
県

も
昨
年
１
１
月
に
１
０
５
万
人
を
割
り
込
む
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、“
人
手
不
足
”
を

如
何
に
払
拭
し
て
行
け
れ
る
か
が
、
企
業
発

展
・
展
開
の
大
き
な
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

今
“
人
手
不
足
”
を
考
え
る
場
合
、“
人
手
”
を

　
　

・
ひ
と
で

　
　

・
じ
ん
ざ
い

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
雇
用
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
、
次
の

よ
う
な
事
由
に
お
い
て
、
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

・
言
語　

…　

日
常
会
話　

読
み
書
き

書
式
作
成　

等

　
　
　

・
文
化　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
文

化　

等

　
　
　

・
風
土　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
風

土　

等

　
　
　

・
宗
教　

…　

佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教　

等

　
　
　

・
食
事　

…　

文
化
、
宗
教　

等
か
ら

の
忌
避

等
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国
人
を
少

子
高
齢
化
に
よ
る
“
人
数
不
足
”
を
単
純
労
働

者
の
代
替
要
員
と
し
て
所
謂
、前
記
「
ひ
と
で
」

と
考
え
て
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
を
導

入
し
、
昨
年
四
月
か
ら
、
最
長
五
年
間
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
か
な
り
の
“
ハ
ー
ド
ル
”
が
受

け
入
れ
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、“
長

期
実
習
就
労
”
が
可
能
に
は
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
諸
外
国
の
外
国
人
就
労
制
度
に
鑑
み
、

十
分
で
は
な
く
曲
が
り
角
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
新
規
の
就
労
在
留
制
度
資
格
に
関

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
ひ

と
で
」
の
み
な
ら
ず
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
も
、

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
実
に
、
企
業
に
お
い
て
は
、「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
の
み
な
ら
ず
「
留
学
生
制
度
」
を

活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
人
留
学
生
は
、
勉
学

以
外
に
週
２
８
時
間
ま
で
就
労
可
能
で
あ
り
、

基
礎
的
研
修
を
兼
ね
る
と
と
も
に
留
学
終
了
後

に
間
断
な
く
正
式
社
員
と
し
て
採
用
し
長
期
就

労
し
て
貰
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
で
す
。

　

今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、

　
　
　

・
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
試
験

　
　
　

・
技
能
試
験

に
合
格
し
た
外
国
人
を

　
　
　

・
特
定
技
能
一
号　

…　

①
家
族
帯
同

は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
農
業
、
建

設
業
、
介
護

業
等
１
４
業

種
に
て
受
け

入
れ
を
検
討

　
　
　

・
特
定
技
能
二
号　

…　

①
家
族
帯
同

は
可
、
永
住

も
場
合
に
よ

り
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
受
け
入
れ

業
種
を
検
討

へ

と
位
置
付
け
て
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
、
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

富
山
県
内
を
見
て
み
る
と
、
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
小
売
業
を
中
心
に
出
店
攻
勢
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
法
律
の
業
種
に
小
売

業
（
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー　

等
）
は
、
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。“
人
手
不
足
”
に
よ

る
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
り
、労
働
条
件（
賃
金
、

休
日　

等
）の
ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

日
本
は
属
国
主
義
で
す
の
で
、「
働
き
方
改
革
」

に
よ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
考
え
方
も

適
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。	

以　

上
第
８
回

「
人
生
百
年
時
代
」
へ
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

二
〇
一
三
年
に「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
」が
成
立
し
、二
〇
二
五
年
に
は
、完
全
施
行

に
な
り
ま
す
。

　
　

・
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

　
　

・
定
年
の
引
き
上
げ

　
　

・
定
年
制
の
廃
止

の
何
れ
か
の
制
度
導
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。早
六
年
が
経
過
し
て
、雇
用
率
は
確
実
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
結
果（
二
〇
一
七
年
）

に
よ
る
と
、

　
　

・
六
十
～
六
十
四
歳
男
性
就
業
率

	

　

…　

七
八
％
以
上

　
　

・
六
十
五
～
六
十
九
歳
男
性
就
業
率

	

　

…　

五
五
％
以
上

　
　

・
六
十
～
六
十
四
歳
女
性
就
業
率

	

　

…　

五
四
％
以
上

　
　

・
六
十
五
～
六
十
九
歳
女
性
就
業
率

	

　

…　

三
五
％
以
上

と
な
り
、毎
年
上
昇
し
て
い
ま
す
。上
昇
率
を
見

る
と
、

　
　

・
六
十
～
六
十
四
歳
男
性
就
業
率
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
の
上
昇
率

		


　

…　
　

七
％
以
上

　
　

・
六
十
五
～
六
十
九
歳
男
性
就
業
率
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
の
上
昇
率

		


　

…　
　

九
％
以
上

　
　

・
六
十
～
六
十
四
歳
女
性
就
業
率
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
の
上
昇
率

	

　

…　

一
三
％
以
上

　
　

・
六
十
五
～
六
十
九
歳
女
性
就
業
率
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
の
上
昇
率

		


　

…　

十
％
以
上

と
な
っ
て
お
り
、男
性
よ
り
女
性
の
上
昇
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
要
因
を
考
え
る
と
、

　
　

・
高
年
齢
女
性
の
就
業
率
の
上
昇

　
　

・
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
浸
透

　
　

・
年
金
支
給
時
期
の
男
女
間
解
消

　
　

・
シ
ン
グ
ル
化
率
の
上
昇
傾
向
化

等
と
な
り
、“
人
手
不
足
”時
代
の
到
来
に
よ
り
、

益
々
重
要
な
労
働
市
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」に
お
い
て
は
、今
年
四
月
か

ら
の
施
行
に
お
い
て
、「
非
正
規
労
働
者
の
処
遇

改
善
」等
の
議
論
が
先
行
し
て
い
ま
し
た
が
、政

府
は
、「
人
生
百
年
時
代
」を
視
野
に
七
十
歳
ま

で
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　

政
府
の「
未
来
投
資
会
議
」で
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、

　
　

・
現
状
、前
記
内
容
を
変
更
せ
ず
に
七
十

歳
ま
で
の
就
労
機
会
を
確
保
す
る

	

　

…　

就
労
可
能
職
務
の
新
規
開
発
？

　
　

・
中
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
拡
大
を
目
指

す
仕
組
み
を
創
る

	

　

…　

時
流
対
応
能
力
の
醸
成
必
要
？

　
　

・
年
金
の
七
十
歳
増
額
受
給
制
度
を
創
設

す
る

	

　

…　

生
涯
受
給
総
額
上
昇
は
如
何
？

　
　

・
企
業
に
成
果
主
義
に
基
づ
く
人
事
評
価

報
酬
制
度
へ
の
見
直
し
を
求
め
る

	

　

…　

報
酬
支
払
総
額
と
絶
対
評
価
？

等
で
あ
る
。

　

ま
た
、中
高
齢
労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す
こ
と
で
す
。一
般
的
に

七
十
歳
か
ら
九
十
歳
迄
、介
護
医
療
費
用
が
年
平

均
四
百
万
円
程
度
掛
か
っ
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。実
際
に
甲
氏
の
親
が
九
十
歳
に
て
死

亡
さ
れ
時
、介
護
医
療
が
必
要
に
な
っ
た
八
十

歳
か
ら
九
十
歳
迄
の
十
年
間
に
約
四
千
万
円
掛

か
っ
た
が
自
己
負
担
は
、一
割
で
あ
っ
た
為
、約

四
百
万
円
程
度
（
年
間
約
四
十
万
円　

月
間
約

三
万
円
程
度
に
て
、年
金
額
で
支
払
え
る
程
度
）

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
、今
後
は
、一
割
負
担
が
現

役
並
と
な
る
と
、支
払
え
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、「
人
生
百
年
時
代
」に
向
け

て
は
、如
何
に「
人
生
百
年
≒
健
康
寿
命
」と
な
れ

る
か
が
最
重
要
課
題
な
の
で
す
。

　

今
後
、企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

　
　

・
社
員
の
健
康
を
如
何
に
維
持
増
進
（
健

康
診
断　

等
の
実
施
と
フ
ォ
ロ
ー
）
さ

せ
ら
れ
る
か

　
　

・
報
酬
に
見
合
っ
た
職
務
開
発
（
高
年
齢

者
も
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
）
が
出

来
る
か

　
　

・
中
高
齢
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
複
線
化
に
よ

る
失
業
な
き
労
働
移
動
（
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
命
題
）
の
実
現
へ

等
で
あ
り
、「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」等
を
活
用
し

て
、社
員
の
職
務
能
力
を
確
実
に
把
握
し
た
、職

務
成
果
に
準
じ
た
報
酬
支
払
（
年
齢
に
関
係
な

い
人
事
評
価
報
酬
制
度
の
確
立
）
で
す
。

　

日
本
は
、「
人
生
百
年
時
代
」に
向
け
て
、前
期

高
年
齢
者
の「
生
活
の
糧
」の
主
体
が
、「
年
金
受

給
」か
ら「
就
労
報
酬
」へ
の
変
革
の
時
期
に
来

て
い
ま
す
。

	

以　

上

第
9
回

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博
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「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
た
い
が
、
安
く
て

良
い
方
法
は
な
い
で
す
か
」

と
の
相
談
が
良
く
あ
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
安
く
て
も
結
構
キ
レ
イ
に
な
り

ま
し
た
が
、
機
能
は
金
額
次
第
で
す
。

そ
こ
で
、
小
規
模
企
業
や
創
業
者
に
は
、

Facebook

ペ
ー
ジ
を
オ
ス
ス
メ
し
て
い
ま
す

（Facebook

ペ
ー
ジ
は
組
織
向
け
で
、
個
人
向

けFacebook

と
比
べ
る
と
、
友
達
を
作
れ
な

い
な
ど
の
機
能
の
違
い
が
あ
り
ま
す
）。

営
業
時
間
や
地
図
の
基
本
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
投
稿
記
事
に
は
「
い
い
ね
」
や
見
た
方
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
が
投
稿
さ
れ
る
双
方
向
型
で

す
。
そ
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を
投
稿
す
る
と
そ
の

友
だ
ち
に
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が
広
が
る
と
い

う
拡
散
機
能
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ

ト
上
で
の
ク
チ
コ
ミ
が
生
ま
れ
や
す
い
仕
組
み

が
あ
り
、こ
れ
を
無
料
で
利
用
で
き
る
の
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ら
な
く
て
も
、
こ
れ
だ
け

で
十
分
で
す
。

た
だ
し
、Facebook

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
は
、
マ
メ
に
記
事
を
書
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
方
や
筆
不
精
な
方
に
は

向
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
方
は
、
案
内
だ
け
の

シ
ン
プ
ル
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
店
頭
な

ど
で
頑
張
れ
ば
良
い
の
で
す
。
無
理
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
必
要
は
な
い
の
で

す
。
実
は
私
も
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
も
っ
と
集
客

し
た
い
」

と
い
う
相
談
も
良
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
た
い
て
い
誰
に
何
を
伝
え
た

い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
工
務
店
で
、

公
共
工
事
や
企
業
で
の
工
事
事
例
、
そ
し
て

個
人
宅
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
が
載
っ
て
い
ま

す
。
見
た
人
は
、「
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お
ら
れ

る
ん
だ
な
あ
」
と
思
う
だ
け
で
問
合
せ
は
し
ま

せ
ん
。

地
元
の
人
々
に
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
る
こ
と

を
伝
え
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
要
望
に
ど
う
応
え
て
ど
ん
な
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
た
の
か
、
施
主
様
の
顔
や
感
想

と
一
緒
に
載
せ
る
と
、

「
あ
の
人
も
頼
ん
だ
ん
だ
。
い
い
が
に
し
て

も
ら
っ
た
ん
な
ら
、
う
ち
も
し
て
も
ら
お
う

か
～
」

と
自
分
の
家
で
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
、
問

い
合
わ
せ
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

逆
に
言
う
と
、

１
．
誰
か
ら
注
文
が
欲
し
い
の
か

２
．
そ
の
方
か
ら
問
合
せ
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
何
を
載
せ
る
と
良
い
の
か

を
明
確
に
し
た
上
で
、

３
．
注
文
す
る
方
が
気
に
な
る
こ
と
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る

と
良
い
の
で
す
。

無
理
を
せ
ず
、
盛
り
込
み
過
ぎ
ず
に
、
伝
え

た
い
こ
と
を
伝
え
た
い
人
に
わ
か
り
や
す
く
表

現
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

“
で
き
る
範
囲
で
シ
ン
プ
ル
に
”。

こ
れ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
上
手
に

使
う
コ
ツ
に
な
り
ま
す
。

「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

IT コーディネータ
一級販売士

株式会社よしだまこと事務所
代表取締役

プロフィール
北陸コンピュータ・サー
ビス株式会社勤務を経
て独立。
NPO法人 IT コーディ
ネータ協会理事、NPO
法人 IT コーディネータ
富山会長、一般社団法
人日本販売士協会理事、
富山販売士協会事務局
長。
富山県商工会連合会
スーパーバイザー。

吉田　　誠

第
８
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、“
で
き
る
範
囲
で
シ
ン
プ
ル
に
”

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

プロフィール

第
２
回
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平成31年度　県の商工関係予算（案）の概要
　県の平成 31 年度予算案が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は次のとおりです。
  新たに取り組むもの、  拡充して実施するもの

新 ヘルスケア産業育成創出事業（1,920万円）
新たなコンソーシアムの形成を目指し、企業間のマッチングや研究開発プロジェクトを推進

新 事業承継円滑化事業（100万円）
県内３カ所で身近な事業承継経験者を招いたセミナーを開催

新 富山県ものづくり総合見本市2019開催事業（9,300万円）
富山の優れた技術や製品を国内外に発信

新 生産性革命推進枠の創設（24億円、新規融資枠60億円）
【融資対象】①老朽化した生産設備から生産性又はエネルギー効率が１％以上向上する生産設備へ入替し、若しくは増設するもの、 ②販売等に係る
業務向上のための設備を導入し、業務効率の１％以上の向上を図るもの【限度額】5,000 万円（うち運転資金 1,000 万円）【融資利率】年 1.25％

【融資期間】設備 10 年、運転５年

新 小規模事業者支援推進事業（2,014万円）
小規模事業者が商工会・商工会議所と一体となって進める販路開拓等の取組みを支援

新 創業支援・ＵＩＪターン向け住居等整備事業（6,400万円）
県内高校生の提案を活かし、県職員住宅を創業支援施設等に改修するための設計等を実施

新 とやま伝統工芸PR展示会 in 北京事業（740万円）
海外販路開拓を支援するため、平成 31 年 4 月に北京において PR 展示会を開催

新 富山県人材活躍推進センターの創設（2,135万円）
若者、女性、高齢者等の就業支援機関を集約し、ワンストップで人材確保を支援

新 農商工連携推進事業（ファンド・1,600万円）
農林漁業者と中小企業者の新商品開発及び販路開拓を支援

IoT支援特別資金・利子補給（２億4,360万円、新規融資枠６億円）
【融資対象】IoT を用いた設備を導入し、生産性またはエネルギー効率の１％以上の向上を図るもの【限度額】1,000 万円　【融資利率】年 0.6％（県
利子補給により実質無利子）【融資期間】設備 10 年

新 小規模企業経営指導力強化事業（100万円）
商工団体職員の資質向上のための中小企業診断士資格取得を支援

新 多様な起業家挑戦応援事業（1,130万円）
若者・女性・シニアの創業を助成するほか、起業家同士のネットワークづくりを支援

新 若手職人海外魅力発信事業（700万円）
本県の伝統工芸品の魅力を発信するため、パリにおいて若手職人による実演を実施

新 グローバル人材活躍事業（900万円）
外国人留学生等と県内企業とのマッチング支援のため、県内や北陸、首都圏、近畿地方での合同企業説明会等を実施

新 とやま農商工連携推進事業（520万円）
農商工が連携した商品づくりに関するシンポジウムや専門家派遣等を実施

新 創業支援資金の保証料率引下げ措置
創業者枠：年 0.6％→年 0.4％　
事業承継支援枠：年 1.05％～年 0.35％→年 0.85％～年 0.15％ ( 経営革新等に取組む場合）

新 首都圏若者向け移住創業等支援事業（370万円）
東京で若者向け起業家育成プログラムを実施し、ＵＩＪターンによる起業を促進

新 とやまの伝統工芸PRツール強化事業（350万円）
素材や職人の技術にフォーカスした多言語対応パンフレットの作成

新 アジア高度人材受入支援に向けた調査事業（150万円）
アジアの大学等で学ぶ学生を県内企業に受け入れるスキームの構築に向けた調査等の実施

新 電子商取引市場参入支援事業（370万円）
電子商取引市場参入や実店舗でのキャッシュレスを推進するためのセミナーを実施

新 新・ものづくり産業未来戦略推進事業（250万円）
産学官、企業間連携による新たなプロジェクトの創出に向けた、研究分野等の検討

新 IoT・AI活用人材育成・導入促進事業（350万円）
IoT・AI の活用指導者の育成、企業への派遣を通じて、IoT 等を活用した現場改善を支援

第４次産業革命への対応、ものづくり産業の高度化

事業承継の支援

国内販路開拓への支援

中小企業の資金繰り支援

小規模企業の振興

創業・新分野進出への支援

伝統工芸品産業の振興

多様な人材の確保

アルミ産業成長力強化戦略推進事業（5,690万円）
産学官が連携し、アルミの特性を生かした研究開発プロジェクトや人材の育成を推進

拡

元気とやま中小ベンチャー総合支援ファンドの充実
投資対象者に新分野進出を図る事業承継者等を追加

拡
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財務・販売（営業）
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ふれあい青空市「やまだの案山子」 4月(月・火・水・土・日・祝) ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

あさひ舟川春の四重奏 2019 4/3(水)～16(火)
※かがり火は4/6(土)・13(土)に実施 朝日町観光協会 0765-83-2780

福岡さくらまつり 4/6(土)・7(日) さくらまつり実行委員会 0766-64-3088

城端しだれ桜まつり 4/6(土)～14(日) 南砺市商工会城端事務所 0763-62-2163

なりひら風の市 4/13(土) 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

さくらのおわら 4/13(土) 越中八尾観光協会 076-454-5138

風の盆ステージ・町なかミニツアー 4/13(土)・27(土) 越中八尾観光協会 076-454-5138

鏝絵と下条川千本桜まつり 4/13(土)・14(日) 小杉まちづくり協議会 0766-55-3288

第 26 回ごんべ祭り 4/14(日) 大山・ごんべ祭り実行委員会 076-483-1420

第 31 回ふちゅう曲水の宴 4/14(日) ふちゅう曲水の宴実行委員会 076-469-2496

城山公園お花見まつり 4/14(日) 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

第22回つざわ桜まつり&第10回小矢部川ウォークラリーinつざわ 4/14(日)※予定 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

街コス痛コレ in 入善 with フラワーロード 4/21(日)10：00- 入善町商工会 0765-72-0163

相倉合掌造り集落ライトアップ「新緑に
萌える日本の原風景」 4/27(土)～29(祝) 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

倶利迦羅さん八重桜まつり 4/28(日)～5/5(日) 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

第 19 回高岡といで菜の花フェスティバル 4/29(祝) 菜の花フェスティバル実行委員会 0766-63-1253

石動曳山祭 4/29(祝) 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

イベント名 開催日 お問合せ先

＜ネットde記帳による商工会の記帳指導のイメージ＞

操作指導

内容確認

財務分析

改善提案

帳簿印刷
申告書作成

証憑整理
データ入力
毎日の業務は
たったこれだけ！

会員事業所様

インターネット

商工会

決算も自動集計、簡
単に申告書も作成
できます。

「ネットde記帳」なら、
入力確認や操作方法で
お困りの際も、

商工会等にお電話一本！

同じ画面を見ながら
お話できますので、
内容をわかりやすく
お答えいたします。

「ネットde記帳」ならクラウドサー
ビスなので、データのバックアッ
プ不要！面倒なバージョンアップ
等の作業もありません。インター
ネットにつなげばすぐ使えます！

「ネットde記帳」なら日計表や出
納帳をつける感覚で楽々簡単入
力！操作などで困ってもお近くの商
工会がサポートいたします。

商工会が推奨する会計ソフト
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富
山
市
呉
羽
の
住
宅
街
に
あ
る

『
ｎ
ａ
ｉ
ｌ 

Ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
　
Ｅ

ｍ
ｉ
ｒ
ｉ
ｏ
（
後
継
者
　
秋
野

氏
）
』

　
『
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
　
エ
ミ
リ

オ
』
は
完
全
予
約
制
を
採
用
し
て

お
り
、
「
た
だ
塗
る
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
お
客
様
の
ネ
イ
ル
タ
イ
ム
に

こ
だ
わ
っ
た
サ
ロ
ン
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
さ
れ
て
い
る
。

　ネ
イ
リ
ス
ト
の
秋
野
氏
の
こ
だ

わ
り
は
、
日
常
か
ら
離
れ
た
特
別

感
や
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
を
感
じ

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
店

内
に
は
輸
入
家
具
が
配
置
さ
れ
外

国
の
よ
う
な
高
級
感
漂
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
秋
野
氏
の
想
い
が
感
じ

ら
れ
た
。

 

カ
フ
ェ
か
ら
の
業
態
転
換

 

事
業
承
継
の
実
現

　秋
野
氏
が
起
業
を
志
し
た
の
は
、

学
生
の
頃
か
ら
と
の
こ
と
。
そ
の

起
業
を
見
据
え
、
母
親
が
、
平
成

二
十
三
年
に
『
カ
フ
ェ
　エ
ミ
リ

オ
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
店
内

に
は
お
し
ゃ
れ
な
雑
貨
や
洋
服
が

並
び
、
女
性
客
の
隠
れ
家
的
な
憩

い
の
場
で
あ
っ
た
。

　秋
野
氏
が
ネ
イ
リ
ス
ト
検
定
一

級
の
資
格
を
取
得
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
は
ネ
イ
ル
や
り
方
動
画
を

配
信
す
る
な
ど
ネ
イ
リ
ス
ト
と
し

て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
中
で
、

徐
々
に
、
娘
の
秋
野
氏
に
店
舗
を

引
き
継
ぐ
形
で
、
今
の
ネ
イ
ル
サ

ロ
ン
に
業
務
形
態
を
移
行
し
て

い
っ
た
。

　最
初
は
、
カ
フ
ェ
店
内
の
一
部

を
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
と
し
て
始
め
た

が
、
本
格
的
に
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
へ

シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い
と
の
秋
野

氏
の
想
い
に
押
さ
れ
る
形
で
、
平

成
二
十
九
年
か
ら
店
舗
の
改
装
と

ネ
イ
ル
用
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
を
実

店舗外観(上)、内装(右)

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

カ
フ
ェ
か
ら
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
へ
。

事
業
承
継・業
態
転
換
に
よ
り
売
上
大
幅
増
。

カ
フ
ェ
か
ら
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
へ
。

事
業
承
継・業
態
転
換
に
よ
り
売
上
大
幅
増
。

ネイルサロ
ン

エミリオ
（富山市北

商工会）

施
し
た
。
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
や
、

内
装
に
カ
フ
ェ
で
使
用
し
て
い
た

家
具
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
利

用
す
る
な
ど
の
面
影
を
残
し
つ
つ

も
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
へ
の
業
態
転

換
を
完
了
さ
せ
た
。

　現
在
は
予
約
サ
イ
ト
を
使
っ
た

広
告
・
集
客
を
行
っ
て
い
る
。

　「カ
フ
ェ
の
客
層
は
七
十
代
で

あ
っ
た
が
、
ネ
イ
ル
は
若
い
世
代

が
中
心
で
あ
り
、
全
く
異
な
る
客

層
を
対
象
に
し
た
業
態
転
換
と

な
っ
た
も
の
の
、
転
換
後
の
現
在

の
方
が
売
上
げ
は
安
定
し
て
お
り
、

結
果
的
に
は
良
か
っ
た
」
と
、
秋

野
氏
は
振
り
返
っ
て
い
る
。

 

商
工
会
の
活
用

 

持
続
化
補
助
金
の
採
択

　秋
野
氏
は
開
業
に
あ
た
り
補
助

金
の
情
報
を
自
ら
商
工
会
に
問
い

合
わ
せ
る
な
ど
、
積
極
的
に
商
工

会
を
活
用
し
て
き
た
。

　持
続
化
補
助
金
は
二
回
採
択
さ

れ
て
お
り
、
一
度
目
で
は
看
板
な

ど
の
外
装
工
事
を
実
施
し
、
二
度

目
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
を
活
用

し
た
セ
ル
フ
ネ
イ
ル
の
通
信
講
座

を
新
設
し
た
。
通
信
講
座
に
よ
る

収
益
向
上
だ
け
で
な
く
、
店
舗
の

知
名
度
向
上
や
著
名
な
ネ
イ
リ
ス

ト
の
協
力
を
得
る
た
め
の
実
績
と

し
て
も
寄
与
し
て
い
る
。
申
請
時

に
中
期
の
経
営
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
目
標
が
明
確
に
な
り
、

事
業
承
継
の
意
識
も
培
わ
れ
る
副

次
効
果
も
得
ら
れ
た
。

　将
来
は
ネ
イ
ル
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
フ
ッ

ト
ケ
ア
と
い
っ
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

へ
の
対
応
を
目
標
に
し
て
い
る
、

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。


